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感想を聞きました！ 問合せ
　環境課　☎内線451

＊使ってみた感想＊
•入れるだけで手間要らず。
•周りの土に栄養がいく。
•最初に穴を掘るのが大変。
•繊維の多いものは入れない。

　ミラコンポは、土に埋め込んで生ごみを入れて使
います。生ごみは土中の微生物が分解し、かさが減っ
ていくので、半永久的に入れることができます。
　「生ごみは毎日400㌘ぐらいを入れています。周り
の土に栄養が行き届き、ほとんどの生ごみを入れら
れて大変便利です。一家に一台あるといいですね。
自然のものなので虫は出ますが、熱湯で駆除してい
ます。」

•環境課から
　 2 個を交互に使用するのが基本ですが、生ごみ量に応じて調整でき
ます。虫が気になる人は設置数を増やすこともできます。穴掘りは生
きがい事業団（☎877－1555）に有料で依頼できます。※ 2個で 1セット。

何でもポイッ！ 一家に一台 ミラコンポ

都会に無い
自然を楽しみ、
生ごみは土に
かえしましょう。

生ごみ処理の成功の秘
ひ

訣
けつ

は、ライフスタイルに合ったものを選ぶことです。生ごみの量、
堆
たい

肥が欲しいかどうか、どのくらいのスペースがあるのかなどを聞いて、最適な機種を選
ぶ相談に応じます。環境課窓口で、気軽に声をかけてください。

ご相談ください！

土ってすごい！　バクテリアdeキエーロ 堀内
高木さん

堀内
森屋さん

＊使ってみた感想＊
•生ごみをすぐ処理できる。
•土いじりでストレス解消に。
•肥料としても使える。
•虫・嫌なにおいがない。

　キエーロの中に土を入れ、穴を掘って生ご
みを埋めて使います。土の入れ替えなどは不
要なので、維持費がかかりません。
　「生ごみのにおいが嫌だったのですが、キ
エーロがあるとすぐ処理ができるので、スト
レスがまったくなくなりました。中の土は畑
に培養土の代わりとして使っています。うち
はアルミの容器に生ごみをためていますが、
いらなくなったお鍋でもいいですよね。」

•環境課から
　微生物の力で分解するので、生ごみを小さくしたほうが分解は早ま
ります。毎日埋めなくていいように、容器に数日ためてから埋めるの
が一般的です。容器はステンレス製がおすすめです。カビがはえたもの、
傷んでしまった食材などは、ためずにすぐ埋めます。

土とよく混ぜるのがコツ!!



7

お
知
ら
せ

町民の皆さんに生ごみ処理の

＊使ってみた感想＊
• 生ごみだけを入れると虫がわ

くので落葉を大量に入れる

•ふかふかの堆
たい

肥ができる

•堆
たい

肥は下から取り出す

　コンポスターは、草木・土などと生ごみを混
ぜ合わせて堆

たい

肥を作るものです。
　「住宅地なので、においの出るものや油かす
などは入れていません。手動式生ごみ処理機『く
るくる』も併用して使っています。堆

たい

肥は多少
未熟でも少しだけ持ち上げ、下から取り出して
植木の土の上に置くと保湿効果があって良いで
す。置くスペースがある人にはぜひお勧めです。」

•環境課から
　草木類の処理に困っている人にお勧めです。大量の草木に混ぜ込む
ことで、合わせて生ごみの処理もできます。コンポスターとくるくる
の組み合わせで上手く使っている人が多いです。中古のくるくるの容
器を無料で提供していますのでお問い合わせください。

落ち葉・草木で良質堆
たい

肥！コンポスター

良質肥料で菜園＆花園 ＥＭバケツ

＊使ってみた感想＊
•保存に場所をとらない。
• 害虫の少ない良い土ができる。
•化学肥料を使わなくてすむ。
• バケツを開けるとすっぱいに
おいが出る。

　ＥＭバケツに生ごみを入れてボカシ（別売）と混ぜ
合わせます。次に一杯になったら土と混ぜ合わせて堆

たい

肥として使うものです。「ボカシ（315円／袋）は 1か
月に一袋のペースでなくなります。生の肉・魚は入れ
ないようにしています。素晴らしい液肥も取れるので
とても重宝しています。咲いているお花だけではなく、
育つ過程や、肥料をあげてよみがえる様をぜひ皆さん
に体験してほしいですね」

•環境課から
　水分を良く切るのがポイントです。冬はにおいが弱いのでやりやす
いという人が多いです。液肥（肥料としてはもちろん排水溝のヌメリ
とりにも使えます）は水で1,000倍に薄めてご使用ください。生ごみは
バケツの中では分解されず、土と混ぜて肥料になります。土に埋める
ときは根に当たらないよう注意しましょう。※ 2個で 1セットです。

本当に生き生き、びっくりしますよ!!

対象： 機器を有効に使用して生ごみを継続的に処理し、かつ町の定期的な調査に協力でき
る町在住者。 1世帯 2セットまで購入できます。

費用：1,000円／セット　　購入方法：印鑑を持参し、環境課（役場 3階）まで。
＊事前にお電話で在庫をご確認ください。

紹介された機種は
環境課窓口で
購入できます

枯葉・芝生などを多めに
入れれば虫も防げます。

長柄
速水さん

堀内
中上さん
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子
ど
も
会
の
活
動
や
キ
ャ
ン
プ
、
ヨ
ッ

ト
体
験
講
座
な
ど
各
種
の
催
し
に
参
加

し
、
遊
び
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し

て
、
元
気
な
〝
葉
山
っ
子
〞
を
育
て
る
お

手
伝
い
を
し
て
い
る
「
葉
山
ジ
ュ
ニ
ア
リ

ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」。
そ
の
活
動
は
、
テ
レ

ビ
ゲ
ー
ム
や
塾
に
忙
し
く
、
子
ど
も
た
ち

が
外
遊
び
を
し
な
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
る

中
で
、ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

活
躍
す
る
同
ク
ラ
ブ
会
長
の
柳
田
葵
さ
ん

（
高
校
一
年
）、
副
会
長
の
柏
木
み
な
み
さ

ん（
同
三
年
）、そ
れ
に
藤
岡
拓
也
さ
ん（
大

学
二
年
）、安
室
勝
将
さ
ん（
社
会
人
）に
、

活
動
内
容
や
抱
負
を
聞
き
ま
し
た
。

町
長　
「
葉
山
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
」
は
、
い
つ
誕
生
し
た
の
で
す
か
。

柳
田　

一
九
九
六
年
で
す
。
今
年
で
ち
ょ

う
ど
十
五
年
に
な
り
ま
す
。
ジ
ュ
ニ
ア
リ

ー
ダ
ー
に
な
っ
て
、
こ
の
ク
ラ
ブ
に
入
る

に
は
、
ま
ず
小
学
六
年
生
の
時
に
、
町
の

教
育
委
員
会
が
開
催
す
る
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

安
室　

現
在
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

会
員
登
録
し
て
い
る
の
は
、
全
部
で
五
十
九

人
で
す
。
下
は
中
学
一
年
生
か
ら
、
僕
の
よ

う
な
社
会
人
ま
で
年
齢
は
様
々
で
す
。

町
長　

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
は
、
普
段
ど

の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
で
す
か
。

柳
田　

子
ど
も
会
や
町
が
主
催
す
る
子
ど

も
向
け
の
事
業
に
参
加
し
て
、
ゲ
ー
ム
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
遊
び
の
お
手
伝

い
を
す
る
。
そ
れ
が
私
た
ち
の
仕
事
で
す
。

柏
木　

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
は
、
子
ど
も

た
ち
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
役
な
ん
で

す
。
普
段
あ
ま
り
外
で
遊
ば
な
い
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
野
外
活
動
な
ど
を
楽
し
ん

だ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
知
ら
な
い
よ
う
な

面
白
い
ゲ
ー
ム
を
教
え
た
り
な
ど
。
そ
れ

に
よ
っ
て
元
気
で
た
く
ま
し
い
〝
葉
山
っ

子
〞に
育
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

藤
岡　

対
象
は
主
に
小
学
生
で
す
。
僕
ら

の
自
主
事
業
の
「
ジ
ュ
ニ
ア
ま
つ
り
」
今

年
は
春
と
夏
の
二
回
催
し
、
た
く
さ
ん
の

子
ど
も
た
ち
に
、
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
い
ろ

い
ろ
な
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し

た
。
ま
た
夏
休
み
に
は
、町
の
事
業
の
「
ジ

ュ
ニ
ア
キ
ャ
ン
プ
」（
一
泊
二
日
）
に
も

参
加
し
、
野
外
炊
事
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
な
ど
、
大
自
然
の
中
で
、
普
段
は
で

き
な
い
遊
び
を
子
ど
も
た
ち
に
満
喫
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
も
大
変
喜

ん
で
く
れ
た
み
た
い
で
お
礼
の
手
紙
を
も

ら
い
ま
し
た
。

町
長　

子
ど
も
た
ち
と
接
し
て
い
て
、
何

か
気
に
な
る
点
は
あ
り
ま
す
か
。

安
室　

や
は
り
外
遊
び
を
す
る
子
が
少
な

い
こ
と
で
す
ね
。
こ
の
間
、
駄
菓
子
屋
さ

ん
に
寄
っ
た
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
店
の
前

の
イ
ス
に
腰
か
け
て
、
携
帯
型
の
ゲ
ー
ム

に
夢
中
な
ん
で
す
。あ
ぜ
ん
と
し
ま
し
た
ね
。

　

そ
れ
と
今
の
子
は
、
年
齢
が
違
う
子
ど

も
た
ち
と
の
交
流
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ

ん
。
年
が
上
の
子
や
下
の
子
と
一
緒
に
遊

び
、
異
年
齢
交
流
の
輪
を
も
っ
と
広
げ
る

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
長　

人
間
は
タ
テ
割
り
集
団
の
中
で
も

ま
れ
る
こ
と
で
、
成
長
し
て
い
き
ま
す
か
ら

ね
。
子
ど
も
時
代
に
、
そ
う
し
た
経
験
を

多
く
積
む
こ
と
は
、確
か
に
大
事
で
す
よ
ね
。

柏
木　

そ
の
点
、「
ジ
ュ
ニ
ア
ま
つ
り
」

や
「
ジ
ュ
ニ
ア
キ
ャ
ン
プ
」
は
異
年
齢
は

も
ち
ろ
ん
、
他
の
学
校
の
子
た
ち
と
も
友

達
に
な
れ
、
交
流
の
輪
が
広
が
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
も
っ
と
多
く
の
子
ど
も
た
ち

に
参
加
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

町
長　

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
は
、
皆
さ
ん

に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
面
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

柳
田　

は
い
。
私
は
人
前
で
話
す
の
が
大

の
苦
手
で
し
た
。
で
も
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
に
な
っ
て
か
ら
は
、
平
気
で
話
せ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
会
議
で
よ

く
司
会
を
す
る
の
で
、
人
の
話
を
よ
く
聞

く
よ
う
に
な
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
も
身

に
つ
き
ま
し
た
。
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
を

や
っ
て
、本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

藤
岡　

僕
も
多
く
の
子
ど
も
た
ち
と
接

し
、
一
緒
に
考
え
た
り
、
遊
ん
だ
り
す
る

こ
と
で
、
子
ど
も
を
見
る
目
が
肥
え
た
気

が
し
ま
す
。
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
、
大

学
を
卒
業
後
は
教
師
を
め
ざ
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

町
長　

そ
れ
は
い
い
で
す
ね
。
最
後
に
ジ

ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ
。

柳
田　

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
と
、

子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
通
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
体
験
が
で
き
、
視
野
も
広
が
り
ま

す
。
小
学
生
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
後
に
続
い

て
く
だ
さ
い
。
十
月
十
日
の
「
葉
山
ふ
る

さ
と
ひ
ろ
ば
」
に
も
出
店
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
色
々
と
話
す
こ
と
も
で
き

ま
す
の
で
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
に
興
味

が
あ
る
人
は
ぜ
ひ
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

町
長　

葉
山
の
子
ど
も
た
ち
を
元
気
に
す

る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
ぜ
ひ
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
活
躍
に
期
待
し
て

い
ま
す
。

町 長 語 ると

第59回

遊びを通して、葉山の子を元気に！
活躍するジュニアリーダーの皆さん


